
第１号様式（第６条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
特別汚水の排除届（開始・変更（水質）・廃止）
（あて先）

京都市公営企業管理者上下水道局長

　
　京都市公共下水道事業条例第１０条第２項の規定に基づき、
　特別汚水の排除を（□開始・□変更（水質）・□廃止）したので下記のとおり届け出ます。
　　この届出（開始及び変更）に伴い、同条例第１５条の規定に基づき下水道使用料を納入します。
　　　　　 届 出 者
　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

名　　称

代表者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
	検針区
	使用者コ－ド
	　　　　　開　始

排除を　変更（水質） した日　　　　　年　　月　　日

　　　　　廃　止

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	排水設備の所在地
	

	料金請求先
	〒

住所
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号

	使用水源

（汚 水 の 区 分）
	□水道水　　　□井戸水　　　□併用　　　□その他（　　　　　　　）


　本届で届け出る汚水の水質
	　　　　　　　　　　　排　出　口

項　　目
	
	
	
	
	

	生物化学的酸素要求量（ｍｇ/Ｌ）

　　　　　（５日間）
	
	
	
	
	

	浮遊物質量（ｍｇ/Ｌ）
	
	
	
	
	


　現に認定を受けている汚水の水質
	　　　　　　　　　　　排　出　口

項　　目
	
	
	
	
	

	生物化学的酸素要求量（ｍｇ/Ｌ）

　　　　　（５日間）
	
	
	
	
	

	浮遊物質量（ｍｇ/Ｌ）
	
	
	
	
	


	備　考
	


（裏面）

京都市公共下水道事業条例（抄）

（汚水の排除の届出）
第１０条　（略）
２　前項前段の規定による届出をした後に、公共下水道の管理に特別の費用を要する水質の汚水で管理者が定めるもの（以下「特別汚水」という。）を排除することとなった者は、管理者の定めるところにより、その旨を届け出なければならない。届け出た事項を変更し、又は特別汚水の排除をやめたときも、同様とする。
（使用料の納入義務）
第１５条　公共下水道を使用する者（以下「使用者」という。）は、公共下水道への汚水の排除を開始した時から、下水道使用料（以下「使用料」という。）を納入しなければならない。
２　京都市水道事業条例（以下「水道事業条例」という。）第２条第２号に規定する共用装置（以下「共用装置」という。）の水に係る汚水を排除する使用者は、当該汚水に係る使用料について連帯して納入する義務を負う。
京都市公共下水道事業条例施行規程（抄）
（特別汚水の届出）
第６条の２　条例第１０条第２項前段の規定による届出は、次に掲げる事項を記載した書面により行うものとする。
⑴　届出者の氏名及び住所
⑵　排水設備の所在地
⑶　汚水の区分
⑷　特別汚水の水質
⑸　特別汚水の排除を開始した年月日
２　条例第１０条第２項後段の規定による届出は、次に掲げる事項（特別汚水の排除をやめた旨の届出にあっては、第４号に掲げる事項を除く。）を記載した書面により行うものとする。
⑴　届出者の氏名及び住所
⑵　排水設備の所在地
⑶　汚水の区分
⑷　変更に係る事項並びに当該事項の変更前及び変更後の内容
⑸　変更した年月日又は汚水の排除をやめた年月日
